家庭礼拝　2012年1月18日　マルコ４章1－25　種をまく人のたとえ
　賛美歌５１５　きみのたまものと　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌５２０　真実に清く生きたい
起

マルコによる福音書は、他の福音書に比べて、イエス様の教えは、あまり多く語られていない聖書です。出来事が中心となります。その様な中では、この4章には多くのたとえ話が語られています。このイエス様の教えが、この場所で集中的に語られたのかと言えば、それはちょっと違うと思われます。なぜかと言えば、同じ内容のたとえ話が、マタイによる福音書では同じ箇所で集中的に語られているのではなく、ばらばらの場面で語られているからです。たぶんこのようなたとえ話は、一度だけではなく、何度か繰り返し話されたものだと思います。ですから、それぞれのたとえ話が、どのような場所で、どのような状況で話されたかはあまり記憶されず、たとえ話そのものだけをよく覚えているので、マルコによる福音書では、ここの一箇所に集めて書いたと思われます。したがって、それぞれのたとえ話に関連性があると言うわけではなく、本来独立に語られたたとえ話が、ここに意図的にまとめられたと考えられます。ですからこれらのたとえ話を理解するときは、それぞれ独立した話として理解していくほうがよいかと思われます。
この4章には、種をまく人のたとえだけではなく、成長する種の例え、とか、からし種のたとえが語られています。このように、イエス様は、身近にある種と言う言葉に、御言葉であるとか、物事の根源的な力であるとかの意味を含ませながら、優しい言葉で、深い信仰的な意味を考えさせようとしています。今私は、たまたま坂本賢三という哲学者であり科学者である人の書いた「分けること、分かること」と言う本を読んでいたのですが、分かると言うのは、何かよく分からない複雑なものを、一つ一つ分けていって、自分の理解できる単位にしたときに分かるのだそうです。そういった意味では、イエス様の例えは、誰にでも理解できる単位で話を進めて、その意味する深い意味を自分で気がつくようにという教え方なのだと思います。一方律法学者達の教えは、その理由がよく分からなくても、昔からの言い伝えはきちんと守ることが大切だと言う教え方になります。
たとえ話のよさは、少なくとも表面的な意味は誰にでも分かるし、心に残りやすいと言うことと、その意味することが分かっても、なかなかそれには反論しにくいと言う面があります。人に対して、意見を言ったり、説教をしたりすると、必ず反論をしようとする人がいます。人の話を最初から反論するつもりで聞いている人がいるのですが、それは本当に聞いているということにはならないのだと思います。ところが、例え話で話されると、それが、いつの間にか警戒心なしに心に入り込んでくることがあります。イエス様は、時々、パリサイ人たちにあてつけた例え話をすることもありました。パリサイ人たちは、それが自分達のことを言っていると気が付いても、たとえ話なので、面と向かって反論できず、黙って聞いていることしかできなかった事もあるのです。

たとえ話の弱さは、その意味することが私達にとっては、何なのかが理解できないと、あまり意味のない話になってしまうことです。私達が、今日のイエス様の種まきのたとえ話を聞いたときに、イエス様は私達のことを何に例えたのかを、正しく理解する必要があります。また、たとえ話は一つ一つの事柄に意味を持たせるのではなく、話全体で、何を言おうとしているのかを捉える必要もあります。そのような姿勢で、今日のたとえ話を聞いてみたいと思います。
承

イエス様は、この頃になると会堂に入るのが難しくなったことと、大勢の人々が押し迫ってくることなどから、外で教えることが多くなりました。このときもまた、イエス様はガリラヤ湖の湖畔で教えられていたのですが、おびただしい群衆が押し寄せてきたので、また、船に乗って群衆から少し離れ、そこから教えられました。そしてここでは、たとえを使っていろいろ教えられたと書かれています。3節から8節では有名な、種をまく人のたとえが語られました。次のようになります。
マコ 4:3　「よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行った。

マコ 4:4　蒔いている間に、ある種は道端に落ち、鳥が来て食べてしまった。

マコ 4:5　ほかの種は、石だらけで土の少ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を出した。

マコ 4:6　しかし、日が昇ると焼けて、根がないために枯れてしまった。

マコ 4:7　ほかの種は茨の中に落ちた。すると茨が伸びて覆いふさいだので、実を結ばなかった。

マコ 4:8　また、ほかの種は良い土地に落ち、芽生え、育って実を結び、あるものは三十倍、あるものは六十倍、あるものは百倍にもなった。」

　言っていることはまさしくこのとおりなので、何も解説が必要な気がしません。そして、イエス様が言わんとすることは幼い子供でもなければ、分かりそうな気もします。この種と言うのが、神様のみ言葉であることさえ分かれば、大体正確にそれを理解できます。それがたとえ話の方法だからです。ですが、このたとえ話を聞くとき、大きく分けて、二つの立場があるのです。ひとつは種まきの立場です。もうひとつは撒かれる土地の立場です。私達は、このことわざを種まきの立場で聞いているか、土地の立場で聞いているか確かめたいと思います。もちろん種まきとは御言葉を撒いている、イエス様や神様のことです。または宣教をしている人かもしれません。そして、土地とは御言葉が撒かれる私達の心のことを言っています。
種まきの立場とは、種は種をまく人によっていろいろな場所にまかれているが、それはよいところばかりではなく、撒かれてすぐに鳥に食べられてしまったり、石だらけのところに落ちて芽が出てもすぐに枯れてしまったり、茨の中に落ちて成長はしたが、茨でふさがれて実を結ばなかったりして、無駄になることもあります。でもその種は、よい土地にも撒かれて、最後には何十倍もの実りを与えるということです。だから、無駄が出たからといって徒労に終わることなく、最後には、豊かな収穫が与えられるのである。それが神様の計画であるという、種まきの立場の教えです。そうでなかったら、種まきは種をまかないのです。ですが、このように解釈するのは、実際にはなかなか難しそうです。と言うのも、弟子達が、この種まきの例えの意味をイエス様に尋ねて、そしてその答えをもらっているからです。その答えとは、どちらかと言えば土地の立場の答えなのです。あなたはいったい、どの土地なのかよい土地なのか、悪い土地なのか、道端の固い土地なのか、茨の土地なのか、石だらけの土地なのか、それをよく考えなさいと言う解釈の仕方です。でもこれは私達の思い込みの解釈かもしれません。どちらからも、御言葉の恵みは与えられているのかもしれません。
転
さて、それでは、イエス様の説明を聞いてみましょう。まず、最初に弟子達がこのように訊ねます。
マコ 4:10　イエスがひとりになられたとき、十二人と一緒にイエスの周りにいた人たちとがたとえについて尋ねた。

マコ 4:11　そこで、イエスは言われた。「あなたがたには神の国の秘密が打ち明けられているが、外の人々には、すべてがたとえで示される。

マコ 4:12　それは、／『彼らが見るには見るが、認めず、／聞くには聞くが、理解できず、／こうして、立ち帰って赦されることがない』／ようになるためである。」

　ここでの話は、ちょっと理解に苦しむところがあります。まず、この種まきのたとえをイエスの弟子12人全部とさらに周りにいた人たちが、この例えについてイエス様に訊ねたと言うのです。数人の理解に苦しむ人々が尋ねるならありうる話ですが、こんなにも多くの人々が理解できない例え話だったのでしょうか。さらには、イエス様のいっている言葉です。
「あなたがたには神の国の秘密が打ち明けられているが、外の人々には、すべてがたとえで示される。

マコ 4:12　それは、／『彼らが見るには見るが、認めず、／聞くには聞くが、理解できず、／こうして、立ち帰って赦されることがない』／ようになるためである。」

　このように言っているのですが、これではまるで、たとえ話で話をするのは、外の人々に神の国の秘密が知られないように、聞いても理解できないように、許されないようにするためだといっているのと同じような気がするのです。また、弟子達でさえも理解できないなら、たとえで話す意味があるのでしょうか。これには少し理由があると思います。その時代背景があると思います。初代教会の人々はこのたとえ話に特別の意味をこめてこの話を聞かせようとしているような気がします。その時代背景というのはネロによる迫害が始まったことです。このマルコによる福音書が記されたもともとの動機がそこにあります。イエスキリストを信じる信仰者が、その迫害に対して、イエス様のように、信仰を持って耐えていくことそして、復活の希望に預かることを目指して十字架の道を歩んでいるからです。そしてこの種まきの例えには特別の意味があると教えようとしたのはむしろ、初代教会の人々のような気がします。イエス様のもともとの教えは、種まきの立場の祝福の教えだと思うのです。このようにして、この種まきの例えには特別の隠された意味があるとして、イエス様の説明が続くのです。13節から20節です。
マコ 4:13　また、イエスは言われた。「このたとえが分からないのか。では、どうしてほかのたとえが理解できるだろうか。

マコ 4:14　種を蒔く人は、神の言葉を蒔くのである。

マコ 4:15　道端のものとは、こういう人たちである。そこに御言葉が蒔かれ、それを聞いても、すぐにサタンが来て、彼らに蒔かれた御言葉を奪い去る。

マコ 4:16　石だらけの所に蒔かれるものとは、こういう人たちである。御言葉を聞くとすぐ喜んで受け入れるが、

マコ 4:17　自分には根がないので、しばらくは続いても、後で御言葉のために艱難や迫害が起こると、すぐにつまずいてしまう。

マコ 4:18　また、ほかの人たちは茨の中に蒔かれるものである。この人たちは御言葉を聞くが、

マコ 4:19　この世の思い煩いや富の誘惑、その他いろいろな欲望が心に入り込み、御言葉を覆いふさいで実らない。

マコ 4:20　良い土地に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて受け入れる人たちであり、ある者は三十倍、ある者は六十倍、ある者は百倍の実を結ぶのである。」
　このイエス様の説明では、御言葉が撒かれる土地の分類に大きな重点が置かれているように見えます。それは、私達が道端の土地のように、鳥が来てすぐに種をついばんでその種をなくしてしまうものなのか、石だらけの土地のように、喜んで受け入れても根がないので艱難や迫害で、つまずいてしまうものなのか。茨の土地のように、この世の思い煩いや誘惑欲望などによって、御言葉をふさいでしまって、実を結ばないものなのか、それとも最後まで信じて、豊かな実りをもたらすよい土地なのか、と問いかけているように聞こえます。

　　この説明をきくと、あなたがたは悪い土地にならないで、よい土地となって、豊かな実りを実らせなさいといわれているようです。そして特徴的なのは、艱難や迫害、この世の思い煩いや富の誘惑、など、初代教会の人たちが悩まされてきた現実の問題について語られていると言うことです。それで、解説者によっては10節から20節の部分は初代教会の人々によってあとから追加された部分であるといっている人々もいるのです。
でもそれは、初代教会の人々が、艱難や迫害に会ってもその信仰を失わないように、御言葉を聴いて受け入れて豊かな実りを結ぶように、迫害に耐え、苦しみの中にあっても励まされるようにと願っていることです。このような実を結ばない土地になってはいけないという戒めがあるのだと思います。
つまりこの種まきの例えの話は、種まきの立場で聞くことは、これを祝福の言葉として聞き、土地の立場で聞くものは、これを戒めとして聞いているということになります。私達はいったいどちらでしょうか。
今日はもうひとつ、「ともし火」と「秤」の例え迄を学んでみたいと思います。ここの箇所は、たとえ話とはいえない箇所なのです。イエス様の言った、大切な警告の言葉を、たとえ話としてここに集めたといったほうはよいかもしれません。ここにはひとつの短いたとえ話のように語られているところに、直接関連のない三つのことが語られているのです。ひとつは、隠れているもので、あらわにならないものはない、と言うことです。二つ目は、自分の量る秤で量り与えられるという事です。三つ目は、持っている人は更に与えられる、と言うことです。この三つはそれぞれ独立した教えであると理解したほうがよさそうです。これはまるで、イエス様の大切な戒めを、メモ書きのようにここに書き記しておいたといった印象を受けるのです。例えば、隠れているもので、あらわにならないものはない、と言う警告は、マタイでは、人々を恐れてはいけないと言うところで語られ、ルカではパリサイ派のパン種に注意しなさい、それは偽善である、と言うところで語られているのです。このようなことを一応念頭において、マルコが、大切だと考えたその言葉の意味を考えてみたいと思います。最初の言葉は21節と22節です。
マコ 4:21　また、イエスは言われた。「ともし火を持って来るのは、升の下や寝台の下に置くためだろうか。燭台の上に置くためではないか。

マコ 4:22　隠れているもので、あらわにならないものはなく、秘められたもので、公にならないものはない。
この言葉の解釈には二つの解釈があるのです。ひとつは先ほど言ったマタイ的な解釈の仕方です。それは、あなた達に与えられた、神の国の信仰を、人々を恐れて、隠してはいけない。隠れているものであらわにならないものはないのである。むしろ、みんなからよく見える燭台の上において、人々を照らしなさいと言う意味です。
もうひとつはルカ的な解釈です。それは真理は必ず表れるという確信です。パリサイ派の偽善は、それが偽善であることが明るみに出され、神の国は例え今は隠されていようとも、やがて必ず明らかにされるであろうという確信を表しています。簡単に言えば、人を恐れずに真理を掲げなさいという意味か、真理は必ず現れるという確信かということになります。
次に語られたのは24節と25節です。ここには、当時の２つのことわざのようなものが書かれているのです。それをイエス様も、大切な警告として語っているのです。それは、
マコ 4:24　また、彼らに言われた。「何を聞いているかに注意しなさい。あなたがたは自分の量る秤で量り与えられ、更にたくさん与えられる。

マコ 4:25　持っている人は更に与えられ、持っていない人は持っているものまでも取り上げられる。」

　何を聞いているかに注意しなさい、というのはこれから話されることを注意して聞きなさいといっているのだと思います。そして最初は、あなたがたは自分の量る秤で量り与えられ、更にたくさん与えられる。という言葉です。これは、人を裁くな、自分が裁かれないためである、といったイエス様の言葉に通じるものがあります。私達は、批判すれば批判され、悪意を持てば、悪意を持って返されるのです。２つ目は、持っている人は更に与えられ、持っていない人は持っているものまでも取り上げられる。これはタラントのことわざに通じる教えであります。不公平な様でも、それが世の中の現実であることを言っています。ここの箇所では、このようなイエス様の言葉のエッセンスが、何を聴いているかに注意しなさいという言葉と共に、言葉の断片として残されているように思われます。
結

イエス様は、いろいろな大切なことを、たとえ話として残されました。たとえ話は、記憶にとどめやすいのではありますが、正しく受け止めるのは結構難しいのです。弟子達の間でさえも、解釈が異なってくるのです。ですがどのように解釈すべきかというよりも、そのたとえ話が、自分に語られたたとえ話であると受け止めて聞くことが大切なのではないでしょうか。よそ事の話として聞いてしまったなら、何の働きもない御言葉になってしまうかもしれません。イエス様のその言葉の種は、私達の心の畑に落ちて、そしてそれぞれ、その畑にあった成長をして、大きくなっていくのだと思います。ですから、その解釈は、人それぞれの解釈があっていいのだと思います。大切なのは、そこでその種がどのように成長し、実りをもたらすものになるかということではないかと思います。私達の心に撒かれた御言葉の種は、神様から与えられた、大切な種なのです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様、今年最初の水曜会をこのよう導いてくださり感謝いたします。あの時から3回目のお正月を迎えましたが、私達の信仰が失われることなく、あなたによって守られ導かれていることを思います。どうかこの新しい年にあっても、世のことに惑わされることなく、ただあなたを見上げて、敬虔な信仰心を持って歩んでいくことができますように。また、私達を心配し、祈りにおぼえてくださっている多くの人々がいることを思います。私達もまた、そのような人々のことを祈りに覚えるものでありますように。
　去年は大きな災害の年でありましたが、今年はその復興の年となりますように。一人ひとりにあなたの力強い導きが与えられますように。日本の国がひとつとなってこの困難を乗り越えていくことができますように。人知れず、苦しんでいる人々、悲しんでいる人々もあると思いますが、どうかあなたの慰めが側近くに与えられて、癒されるものでありますように。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆「種を蒔く人」のたとえ

マコ 4:1　イエスは、再び湖のほとりで教え始められた。おびただしい群衆が、そばに集まって来た。そこで、イエスは舟に乗って腰を下ろし、湖の上におられたが、群衆は皆、湖畔にいた。

マコ 4:2　イエスはたとえでいろいろと教えられ、その中で次のように言われた。

マコ 4:3　「よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行った。

マコ 4:4　蒔いている間に、ある種は道端に落ち、鳥が来て食べてしまった。

マコ 4:5　ほかの種は、石だらけで土の少ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を出した。

マコ 4:6　しかし、日が昇ると焼けて、根がないために枯れてしまった。

マコ 4:7　ほかの種は茨の中に落ちた。すると茨が伸びて覆いふさいだので、実を結ばなかった。

マコ 4:8　また、ほかの種は良い土地に落ち、芽生え、育って実を結び、あるものは三十倍、あるものは六十倍、あるものは百倍にもなった。」

マコ 4:9　そして、「聞く耳のある者は聞きなさい」と言われた。

◆たとえを用いて話す理由

マコ 4:10　イエスがひとりになられたとき、十二人と一緒にイエスの周りにいた人たちとがたとえについて尋ねた。

マコ 4:11　そこで、イエスは言われた。「あなたがたには神の国の秘密が打ち明けられているが、外の人々には、すべてがたとえで示される。

マコ 4:12　それは、／『彼らが見るには見るが、認めず、／聞くには聞くが、理解できず、／こうして、立ち帰って赦されることがない』／ようになるためである。」

◆「種を蒔く人」のたとえの説明

マコ 4:13　また、イエスは言われた。「このたとえが分からないのか。では、どうしてほかのたとえが理解できるだろうか。

マコ 4:14　種を蒔く人は、神の言葉を蒔くのである。

マコ 4:15　道端のものとは、こういう人たちである。そこに御言葉が蒔かれ、それを聞いても、すぐにサタンが来て、彼らに蒔かれた御言葉を奪い去る。

マコ 4:16　石だらけの所に蒔かれるものとは、こういう人たちである。御言葉を聞くとすぐ喜んで受け入れるが、

マコ 4:17　自分には根がないので、しばらくは続いても、後で御言葉のために艱難や迫害が起こると、すぐにつまずいてしまう。

マコ 4:18　また、ほかの人たちは茨の中に蒔かれるものである。この人たちは御言葉を聞くが、

マコ 4:19　この世の思い煩いや富の誘惑、その他いろいろな欲望が心に入り込み、御言葉を覆いふさいで実らない。

マコ 4:20　良い土地に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて受け入れる人たちであり、ある者は三十倍、ある者は六十倍、ある者は百倍の実を結ぶのである。」
◆「ともし火」と「秤」のたとえ

マコ 4:21　また、イエスは言われた。「ともし火を持って来るのは、升の下や寝台の下に置くためだろうか。燭台の上に置くためではないか。

マコ 4:22　隠れているもので、あらわにならないものはなく、秘められたもので、公にならないものはない。

マコ 4:23　聞く耳のある者は聞きなさい。」

マコ 4:24　また、彼らに言われた。「何を聞いているかに注意しなさい。あなたがたは自分の量る秤で量り与えられ、更にたくさん与えられる。

マコ 4:25　持っている人は更に与えられ、持っていない人は持っているものまでも取り上げられる。」
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